
 
 
 

 
 
 
 
 
 

①第２回定期検査後（昭和４７年）の当該連結部を交換後の状態 
 

③主タービントリップ・リセット操作に伴うタービンバイパス弁の動作により残存する差込側ねじ

山の一部が削り取られ、大きなガタつきが発生 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

②ロックナットの締め付け不足の状態で、タービンバイパス弁が開閉したため、差込側のねじ山が

摩耗 
④連結部に生じた大きなガタつきにより、タービンバイパス弁の駆動機構に振動が発生・継続して

当該連結部が外れた 
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